
JP 2013-61376 A5 2014.10.16

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公開番号】特開2013-61376(P2013-61376A)
【公開日】平成25年4月4日(2013.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-016
【出願番号】特願2011-197921(P2011-197921)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｆ
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月3日(2014.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体の前面に備えられた画像表示面と、画像データに基づく画像を前記画像表示面に表
示させる表示制御部とを含む画像表示部と、
　前記筐体の前記前面の側から前記画像表示面を含む基準平面に向けて進む第１の周辺光
の入射照度である第１の周辺光入射照度を計測する第１の照度計測部と、
　前記筐体の前記前面の反対側の面である背面の側から前記基準平面に向けて進む第２の
周辺光の入射照度である第２の周辺光入射照度を計測する第２の照度計測部と、
　前記第１の周辺光入射照度及び前記第２の周辺光入射照度から前記画像表示面の前記前
面の側の所定位置における第３の周辺光入射照度を算出するための第１の計算式を予め保
持しており、前記第１の周辺光入射照度、前記第２の周辺光入射照度、及び前記第１の計
算式を用いて前記第３の周辺光入射照度を算出する入射照度計算部と
　を備え、
　前記表示制御部は、前記入射照度計算部で算出された前記第３の周辺光入射照度と前記
画像データが示す表示輝度とから前記画像表示面に表示させる画像の好適な表示輝度を決
定し、前記画像表示面に前記好適な表示輝度で画像を表示させ、
　前記第１の計算式は、
　前記第１の周辺光入射照度を、ＩＦＲＯで示し、
　前記第２の周辺光入射照度を、ＩＲＥＡで示し、
　前記第３の周辺光入射照度を、ＩＥＹＥで示し、
　所定の係数を、ｋ、Ｃ１、Ｃ２で示したときに、
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【数１】

である
　ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記第１の計算式は、
　変数ｌｏｇＩＥＹＥを、目的変数とし、
　変数ＩＲＥＡ／ＩＦＲＯ及び変数（ＩＦＲＯ／ＩＲＥＡ）、
　及び変数ｌｏｇ（ＩＲＥＡ＋ＩＦＲＯ）のそれぞれを、説明変数とし、
　変数増減法を用いて導出された重回帰式である
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記係数ｋは、－０．１以上０．２以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数Ｃ１は、０．０以上０．１以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数Ｃ２は、０．９以上１．０以下の範囲内の値に設定される
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記係数ｋは、－０．００４以上０．１３２以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数Ｃ１は、０．０１６以上０．０２４以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数Ｃ２は、０．９１１以上０．９６３以下の範囲内の値に設定される
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御部による前記好適な表示輝度の決定は、
　前記好適な表示輝度を、ＬＰＲＥで示し、
　前記画像データが示す表示輝度の平均値である平均表示輝度を、ＬＤＩＳで示し、
　所定の係数を、Ｃ３、Ｃ４、ｐで示したときに、
　以下の第２の計算式

【数２】

を用いて算出される
　ことを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記係数Ｃ３は、０．２以上０．４以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数Ｃ４は、０．１以上０．３以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数ｐは、１．５以上１．８以下の範囲内の値に設定される
　ことを特徴とする請求項５に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記係数Ｃ３は、０．２９６以上０．３４８以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数Ｃ４は、０．１５以上０．２１８以下の範囲内の値に設定され、
　前記係数ｐは、１．５２以上１．６７６以下の範囲内の値に設定される
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記係数ｐの値を変更する入力部を有することを特徴とする請求項５から７までのいず
れか１項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
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　前記第１の照度計測部は、前記筐体の前記前面に備えられた前面照度センサを含み、
　前記第２の照度計測部は、前記筐体の前記背面に備えられた背面照度センサを含む
　ことを特徴とする請求項１から８までのいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記画像表示部は、液晶表示部であり、
　前記画像表示面は、バックライトを備えた液晶表示パネルであり、
　前記表示制御部は、前記バックライトの輝度を制御するバックライト制御部を含む
　ことを特徴とする請求項１から９までのいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記第１の照度計測部の計測値に基づいて、前記画像表示面の反射率を算出する表面反
射率算出部と、
　前記反射率を用いて、表示画像に好適な黒レベルを算出する黒レベル計算部と
　をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記算出された黒レベルに応じて、表示画像の黒レベルを変更する
　ことを特徴とする請求項１から１０までのいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記第１の照度計測部の計測値に基づいて、前記画像表示面の反射率を算出する表面反
射率算出部と、
　前記反射率を用いて、表示画像に好適な彩度を算出する彩度計算部と
　をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記算出された彩度に応じて、表示画像の彩度を変更する
　ことを特徴とする請求項１から１０までのいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記反射率を用いて、表示画像に好適な彩度を算出する彩度計算部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記算出された彩度に応じて、表示画像の彩度を変更する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様に係る画像表示装置は、筐体の前面に備えられた画像表示面と、画像デ
ータに基づく画像を前記画像表示面に表示させる表示制御部とを含む画像表示部と、前記
筐体の前記前面の側から前記画像表示面を含む基準平面に向けて進む第１の周辺光の入射
照度である第１の周辺光入射照度を計測する第１の照度計測部と、前記筐体の前記前面の
反対側の面である背面の側から前記基準平面に向けて進む第２の周辺光の入射照度である
第２の周辺光入射照度を計測する第２の照度計測部と、前記第１の周辺光入射照度及び前
記第２の周辺光入射照度から前記画像表示面の前記前面の側の所定位置における第３の周
辺光入射照度を算出するための第１の計算式を予め保持しており、前記第１の周辺光入射
照度、前記第２の周辺光入射照度、及び前記第１の計算式を用いて前記第３の周辺光入射
照度を算出する入射照度計算部とを備え、前記表示制御部は、前記入射照度計算部で算出
された前記第３の周辺光入射照度と前記画像データが示す表示輝度とから前記画像表示面
に表示させる画像の好適な表示輝度を決定し、前記画像表示面に前記好適な表示輝度で画
像を表示させ、前記第１の計算式は、前記第１の周辺光入射照度を、ＩＦＲＯで示し、前
記第２の周辺光入射照度を、ＩＲＥＡで示し、前記第３の周辺光入射照度を、ＩＥＹＥで
示し、所定の係数を、ｋ、Ｃ１、Ｃ２で示したときに、
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【数３】

であることを特徴としている。
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